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明治期教科書検定制度下における

小学校「国語科」教科書の研究

一小山左文二・武島又次郎『新編国語読本尋常小学校児童用~(1901)を中心に一

I 研究課題

1890年代から 1900年代初頭は、小学校「国

語科」の制度的過渡期として位置付けることが

できる。この頃、小学校で、使用されている教科

書は検定制度のもとに発行されていた。本論文

は、この小学校「国語科Jの繋明期に出版され

た教科書の一つである、『新編国語読本尋常小

学校児童用~ (小山左文二・武島又次郎共著、普

及舎、 1901年)について、その出版の過程を明

らかにし、その内容について分析を試みるもの

である。

学校教育における授業を構成する要素として、

教科書が重要な役割を果たすのは、今も昔も変

わることはない。その意味で、過去に発行され

てきた教科書の実態を分析し、その歴史を研究

することは、これからの教育のあり方を模索す

る上でも重要な作業である。これまでにも数多

く教科書に関する歴史研究iが行われてきたが、

中内敏夫は次のように述べて、それらの研究に

権鳥取大学教育地域科学部

l明治 30年代前後の教科書を扱ったものに限るならば、教育史

分野における唐津富太郎『教科書の歴史~(書IJ文社、 1956 年)、
仲新『近代教科書の成立.I(大日本雄弁会講談社、 1949年)、

健山雅史「近代日本教科書史研究.I(ミネノレヴァ書房、 1988年)

や国語教育研究の分野における秋田喜三郎『初等教育国語教

科書発達史.I(文化評論出版、 1977年)、吉田裕久「明治 30年

代初期の国語教科書論『小学読本編纂法』三土忠造稿のばあ

し、J(W国語科教育』第29集、全国大学国語教育学会、 1982年)

などが代表的なものとして挙げられよう。
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ある一定。Jパターンが存在することを指摘して

いる。

わが国で教科書の歴史というと、教科書編

纂の制度と政策、教材製作者の製作意図と

その性格、これに対する識者や著者の批評

を整理して述べるというパターンが定型の

ようになっている。そして、さらに、これ

らの制度や製作の実際に圧力をかけ、これ

を民衆支配に利用しようとしてきた政府や

産業界、宗教団体や政党、それに国際環境

といったものの動きに言及しそのひとつと

して軍部がひきあいに出される。整理と叙

述の仕方は著者の立場によって当然のこと

ながら少しずつ違うが、方法としてはこう

し、ったものが大勢を占めてきた

ここに示されているような、それぞれの教科

書が有する特質が形成される背景を「政府や産

業界、宗教団体や政党、それに国際環境」およ

び「軍部」といった大きな権力構造によって説

明する従来の研究は、分析の対象が権力による

圧力を象徴する部分に偏る傾向を有していた

2中内敏夫J軍国美談と教科書』岩波新書、 1988年、 l頁(rはし

がきJ)

3例えば唐津富太郎は、戦前における教科書を「国家政策推進

の一翼とし、う重要な使命を担わされつつ発展して来たJものと規

定し、その研究関心について次のように明確に述べてしも。

教科書を研究するに当って、現在のわれわれの最も大きな

関心事は神話的教材が何時からとりし、れられたか、そして神

ー
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一方、教科書の内容を豊かにしたり、わかりや

すくしたりするために行われてきた現実的な工

夫の跡については、十分な分析や評価がなされ

てこなかった。しかし過去の教育のあり方を実

践に即して解明するためには、教材の提示の仕

方や叙述の方法といった具体的な特質を無視す

ることはできない。

そこで本論文では、このような現実的な工夫

がし、かになされてきたのかという点を中心に個々

の教材について分析を行ってみたい。この時期、

小学校で使用されている教科書は、検定制度の

もとに数多く出版され、検定にかけられていた。

しかもそれは多数の教科書出版社が参画してい

たというだけではない。後に詳述するように一

つの出版社が毎年のように再版と訂正を行い、

その都度検定を求めるというようなことも行わ

れていた。無論このような訂正の過程における

教科書の変化は決して大きなものではない。し

かしせっかく完成させ検定を通過した教科書を、

たった 1年程度で敢えて訂正を施し、再版する

という作業の背後には、権力側からの「圧力J

とは別の、教科書の内容を理解しやすいものと

するための教育的な意図が込められていたので

はなし、かと筆者は考えている。本論文では、い

くつかの具体的な教材をとりあげつつ、改定や

訂正に伴うそれらの教材の配列や表現の変化な

どを分析し、その背後にある意図を明らかにし

国観念がどのようにして日本人の心に刻み込まれたかとし、う

こと、また次には日本人は教科書を通してし、かなる人聞を理

想的人間像として描いたか。そして更に今後如何なる人聞を

理想的人間像として描くべきかとし、うことである(唐津富太郎

『教科書の歴史n1l文社、 1956年、 8頁)。

また近年の国語科教育の分野における研究でも、同様の傾

向をみることができる。例えば棚田真由美は、国民学校高等

科の国語教科書における『古事記』教材について、その採録

の意図を「戦争に直後関わる生徒の特色をふまえて内容面、

形式薗の両面からさまざまに工夫して、『古事記~，こよって生
徒の国民精神を形成することを意図していたのであるJ(棚田

真由美「昭和戦前期における『古事記』の教材化に関する考

察一一国民学校高等科の場合J、全国大学国語教育学会編

『園語科教育』第51:集、 2002年 3月、 17頁)と結論づけてい

る。
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たいと考えている。

n ~新編国語読本~(1901)の出版経緯とその著

者

1 r国語科」制定前後の教科書出版状況一教

科書出版書1苫普及舎を事例として

先にも述べたように、小学校「国語科」が制

定された 1900(明治 33)年前後の時期は、いわ

ゆる戦前期の検定制度下で教科書の発行が行わ

れていた。この教科書検定制度は、 1886(明治

19)年4月の第一次小学校令において、「小学校

ノ教科書ノ、文部大臣ノ検定シタルモノニ限ルベ

シ」と定められたことに端を発するものである。

同年5月には「教科用図書検定条令」が定めら

れた。翌 1887(明治 20)年 5月にはこれを廃止

して、「教科用図書検定規則JJが制定され、戦前

における教科書検定制度が確立された。その後、

1892 (明治 25)年には、「教科用図書検定規則J

の一部が改正され、 1890(明治 23)年に制定さ

れた第二次小学校令および翌年に制定された「小

学校教則大綱」の趣旨に適合することが検定の

基準とされた。さらに 1898(明治 31)年には、

検定出願の教科書に対し、文字の大きさ、印刷

などについての詳細な基準が文部省によって定

められた。これらの制度改革は、教科書の編集

に大きな影響を与えたと考えられている

この検定制度期においては、民間の教科書出

版社において数多くの教科書が出版されていた。

当時、言語教育に関する教科書を発行していた

代表的な書庖には、金港堂・文学社・学海指針

社・育英舎・冨山房・普及舎などがある。これ

らの書庖は、制度の変更などに伴い、次々と新

たな教科書を発行して新編集を競い合った三本

4海後宗臣編『日本教科書大系近代編』第l巻、講談社、 1961
年、 18-25頁。

5井上敏夫編『国語教育史資料』第2巻、東京法令、 1981年、 7
頁。



[研究論文]明治期教科書検定制度下における小学校「国語科J教科書の研究(小笠原拓)

論文では、これらの教科書発行書庖のうち、普

及舎の場合を例にとって、この時期の尋常小学

校における「読書科」および「国語科j に関す

る教科書発行状況をみてみたい。以下の表 1は、

現在のところ筆者が確認している 1897(明治30)

年以降における普及舎の教科書発行状況をまと

めたものである。

表 1 普及舎版尋常小学校「国語科J( r読書科J)教科書出版状況 (1897<明治 30>年以降)

書名 著者 出版年月日 検定年月日

『尋常読本』 普及舎 1897年 11月4日 未検定

『尋常読本』 普及舎 1897年 12月 28日訂正再版 1897年 12月 28日

『新編尋常読本』 教育研究所 1898年 10月8日 未検定

『新編尋常読本』 教育研究所 1898年 11月 19日訂正再版 1898年 11月 24日

『新編尋常読本』 教育研究所 1899年 1月3日訂正3版 1899年 1月 3日

『新編尋常読本』 教育研究所 1899年 12月 23日訂正4版 未検定

『国語読本』 普及舎編輯所 1900年 9月6日 未検定

『国語読本』 普及舎編輯所 1900年 12月 21日訂正再版 1900年 12月 27日

『新編国語読本』
小山左文一

1901年 6月 28日 未検定武島又次郎

『新編国語読本』
小山左文一

1901年 8月8日訂正再版 1901年 8月 16日武島又次郎

『国語読本』 普及舎編輯所 1902年 8月 13日訂正3版 未検定

『国語読本』 普及舎編輯所 1902年 10月 24日訂正4版 1902年 11月 19日

[備考]文部省『検定済教科用図書表(ー)小学校用自明治十九年五月至明治三十六年四月j](中村紀久二編『教科書

研究資料文献』第三集、芳文閣、 1985年)などを参照して作成。

この表からも明らかなように、短期間に繰り返し

訂正や改訂が行なわれている。このような訂正が

行なわれた要因の一つは、教科書検定に備えて

一旦初版もしくは訂正版を発行し、次の版におい

て検定を通過するとし、う過程が慣例化していたこと

が考えられる。ここに挙げられているすべての読本

が、初版ではなく訂正後の第2版において検定を

通過していることからも、そのような慣例が存在して

いたことが裏付けられる。逆に 1899(明治 32)年の

12月 23 日に訂正4版が出された『新編尋常読

本』が未検定であるのは、翌 1900(明治33)年の第

三次小学校令によって「国語科」が設置され、新た

な制度に対応した教科書を作成しなおす必要が

おこったからで、あると考えられる。実際 1900(明治

33)年9月6日には、『国語読本』が出版され、その

3ヵ月後の 12月 27日に訂正再版が検定を通過し

ている。このような訂正と再版の過程は、制度改革

が大きく関わっているものの、それだけが理由とは

言い切れない。例えばもし制度改革のみが理由で

あるならば、先に挙げたような「国語科」設置直前

に「読書科」用の教科書を訂正し出版するとし、うこ

とは行われないはずである。また上記の表 1をみ

ても明らかなように、検定を通過したものだけを数

えても、ほぽ l年に l度のベースで訂正もしくは改

訂を行っている。ここからも、訂正や改訂が、制度

改革に対応した受身的なものではなく、より主体的

な意図をもって行われていたことが窺える。

とくに注目したいのは、 1901(明治 34)年に発行

3 -
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された『新編国語読本』の場合である。普及舎では

かつて、今泉定介らによって編纂された教科書を

発行していたが、 1897(明治 33)年以降は、「普及

舎Jr教育研究所Jr普及舎編輯所」としりた団体に

よる編集となっていた。これに対し『新編国語読本』

は、小山左文二と武島又次郎とし、う具体的な著者

によって作成されたことが確認できる唯一の教科

書である。この教科書が作成された経緯について、

同じ年に発行された『新編国語読本編纂趣意書』

(以下、『編纂趣意書』と略す)では次のように述べ

られている。

小学校令の改正に原づ、きて、本舎がさきに編

纂したる国語読本は、すでに多数の府県に

採用の栄を蒙りたれども、実地教育家の要求

は日を逐ひて、その条件を増加し来り、世間

の識者、また、新意見を発表せしもの少なか

らず。本舎、また、別に見るところあり、他の意

見、および、要求を参酌して、旧読本に数歩

を進めたるものを得んと欲し、今春以来小山

左文二・武島又次郎の二氏に託して、本書を

完成せり。本書が、他のあらゆる読本に比し、

優劣如何は他評に一任せん

普及舎が1900(明治33)年において、新しい「国

語科Jに対応した『国語読本Jをすでに発行してい

たのは、先の表 1でも示したとおりである。その読

本は、上記の引用文を信じるなら「すでに多数の

府県に採用の栄を蒙」っていた。にもかかわらず、

「実地教育家の要求」などに対応するかたちで、新

たに『新編国語読本』を出版したのである。普及舎

がなぜ小山・武島品、う2人の人物に教科書の作

成を依頼したのかとし、う問題については、後に考

察したい。しかし少なくともそれは、書庄自身の「旧

読本に数歩を進めたるものを得ん」とし、う意識に基

づ、くもので、あった。このような作成経緯をみても、教

旬、山左文二・武島文次郎『新編国語読本編纂趣意書~1901 年、
普及舎、 1-2頁。
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科書の改訂が単なる制度改革に伴って受身で行

われたものではないことが窺われるのである。

2小山左文二と武島又次郎

ではこの『新編国語読本』の編纂を要請された

小山左文二と武島又次郎とはし、かなる人物で5あっ

たのだろうか。まず小山左文二についてみてみよう。

彼の場合、教育学の分野において主に活躍した

人物であると恩われるが、やや履歴がはっきりしな

い部分も多い。以下の表2は、『人事興信録(第11

版U(丸尾直二編、人事興信所、 1937年)、および

『東京高等師範学校一覧』など、の調査によって明ら

かになった小山の足跡をまとめたものである。

現在のところ筆者が確認している著作としては、

『教授法汎論~(I900) 、『教授法各論~(同前)、『新

令準拠教育提要~([907)、『日本文法の解説及

び練習~([905)などがある。ちなみにこの4冊のう

ち、『教授法汎論~W教授法各論』、『新令準拠教

育提要』の3冊は小学校教員講習会で用いる参考

書として書かれたことが、序文などから確認できる。

一方、『日本文法の解説及び練習』は文部省によ

る中等学校「国語科」教員検定試験(し、わゆる「文

検J)や高等学校受験用の参考書として書かれたも

のである。またこれらの著作に書かれた記述から、

東京高等師範学校在学時において波多野貞之助

の教えを受けたことや、長谷川乙彦(小山の次の

年に卒業)らと親交があったことなどを確認すること

ができた。これらの交友関係や履歴からも教育学

の分野の教養を積んだ人物であることは明らかで

あるが、『人事興信録』にはおもな著作として『国漢

文大辞典』、『日本文典~(筆者は未見)などの著作

があり、中等教育国語教科書も執筆していることが

記されている。教育学とともに、国語の分野におい

ても活躍していたことが窺われる。
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出来事

岡山県人小山静次郎の次男として生まれる。

東京高等師範学校文学科を卒業後、福井県師範学校主事となる。

東京高等師範学校教授(教諭?)に就任。

同校退職。

中央幼年校講師に就任。

(以後不明)

東京私立東亜予備学校教員に就任。

陸軍士官学校教授に就任し、 1930(昭和5)年まで教鞭をとる。

(以後不明)

啓明学闘(東京市豊島区)主として、おもに小学児童の教育に尽力
する。

(以後不明)

[備考JW人事興信録(第 11 版w丸尾直二編、人事興信所、 1937 年)、および『東京高等師範学校一覧~(l908-1932

表 2 小山左文二略年表

年代 | 年齢

1870(明治 3)年 10歳

1894(明治 27)年 1 24歳

lS99(明治 32)年 1 29歳

1900(明治 33)年 1 30歳

1912(明治 45)年ごろ 1 42歳

1921(大正 10)年ごろ 1 51歳

1922 (大正 11)年ごろ 1 52歳

年代不詳

年度版)等をもとに作成。

一方もう一人の著者である武島又次郎は、国文

学の分野において比較的知られた人物である

武島は、 1872(明治5)年に東京都で生まれた。本

名は又次郎であるが、文学等の分野では、「羽衣J

とし、う筆名が一般的に知られている。少年時代、築

地中学校では、国語の教師今泉定介の感化を受

ける。 1888(明治2])年に第一高等中学校文科に

入学。落合直文、小中村義象らに国文学を学び影

響を受けた。 1893(明治26)年、東京帝国大学文

科大学国文学科に入学。外山正一、黒川真頼、物

集高見らに学んだ。同級には大町桂月や杉敏介ら

がし、た。卒業後、 1897(明治30)年に東京音楽学

校教官となり、 1900(明治33)年には教授となる。ま

た同年10月から1905(明治38)年までは東京高等

師範学校教授を兼任し、同じ頃園撃院大撃の講

師も兼ねていた。 1910(明治43)年、東京音楽学校

を退職し、日本女子大学校国文学科教授に就任

した。 1961(昭和36)年まで同校に奉職し、国文学

を中心に教育に尽力した。

しかし武島を広く世に知らしめたのは、詩文など

7武島の肩歴に関する記述については、久松潜一編『堕井雨江
武島羽衣大町桂月久保天随笹川臨風樋口健峡集(明治
文学金集41U(筑摩書房、 1973年)、『賀茂真淵/賀茂真淵と
本居室長(近世文芸研究叢書第l期文学編 18作家4U(クレ

の分野における活躍であった。帝国大学在学中に

創刊された『帝国文学』において、多くの詩歌や文

章を発表し、高山樗牛らとともに早くから赤門派の

文人として知られた。 1896(明治 29)年には、塩弁

雨江や大町桂月らとともに、そのころ書いた詩文を

まとめ、『義主花紅葉』を出版した。その後も教員と

しての職務を行うかたわら詩文・和歌・修辞学・文

学論などについての著作を数多く発表した。おも

な著作に『賀茂真淵~ (1898)、『新撰詠歌法』

(1 899) 、『修辞学~ (1898) 、『文学概論~(1903)、

『文章入門~(1907)などの著作がある。武島は、

1922 (大正 11)年から 1946(昭和21)年までは宮内

省御歌所寄人をつとめ、またしてつかの歌会を主

催・指導するなど、詩歌にも優れた業績を残してい

る。滝廉太郎作曲の小学校唱歌「花」の歌詞は、

武島の若き日の作品であり、隅田川河畔には「花」

の歌碑が建てられている。

このようにみていくと、小山は国語にも精通した

教育学者として、武島は修辞学や文学史などにも

精通した国文学者としてそれぞれ教科書作成当時

においても、相当な地位を有していた人物であっ

たことがわかる。普及舎は、小学校における「国語

ス出版、 1995年)などを参照。

戸、υ
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科J教科書を作成する上で、教育学と文学に精通

した人物をバランスよく配することによって、教科書

としてだけでなく、文学的にも優れた教科書を目指

したことが窺われる。なお武島は後に第一期固定

教科書の編纂にも携わっており、その点からも注

目すべき人物であるといえよう。次節ではこの『新

編国語読本』を中心として、普及舎で出版された

他の教科書と比較しながら、その改訂や訂正がど

のように行われたのかを具体的にみていきたい。

E 普及舎版『新編国語読本~(1901)にみる言語

教育意織の展開

1 入問機材にみる特質

紙幅の関係上、すべての巻について論じること

は難しいので、ここではまず入門教材にあたる巻1

についてみてみたい。後で詳しく述べるように、こ

の『新編国語読本』では、入門教材において、他の

版とは大きく異なる編集方針をしてつか採用してい

る。これだけをみても、『新編国語読本』が有する

特質やその言語教育観についてさまざまな観点か

ら論じることが可能である。入門教材は、小学校に

入った子ど、もたちが最初に出会うものであり、その

重要性は極めて高いと考えられるからである。そこ

に現れた特質は、読本全体を大きく左右するもの

である。次に示す表3は、『新編国語読本』巻1に

ついて、頁ごとの教材配当をまとめたものである。

なお『新編国語読本』巻1では、それまでの版とは

異なり、巻1のみ甲種と乙種の2種類が発行され、

そのどちらを用いてもよいことになっていた。名称

および編集方法から類推して、前者が標準であり

後者はやや難易度を下げたものとし、う位置づけが

あったものと考えられる。基本的に教科書に書か

れたすべての文言について記載しているが、挿絵

については、挿絵のみが提示されている場合を除

いて略した。

表3 普及舎版『新編国語読本』巻 1における教材配当

頁数 『新編国語読本』甲種 『新編国語読本』乙種

l ハナ。 ア
2 ハト。 イ
3 イト。ノ、リ。 ウ
4 イケ。フナ。 エオアイウエオ
5 ノ、タ。タコ。 カ
6 ネコ。マリ。 キク
7 帰絵のみ(太鼓、独楽、琴) ケコカキクケコ
8 待絵のみ(稲、籍、船、竹、時計) ガング
9 サケ。ク7 0 ギゴゲ

10 マチ。クルマ。 ガギグゲゴキク。イケ。アゴ。クギ。ガク。ウキ。エン。

11 カサ。ゲタ。 サシ
12 ツル。カメ。 スセソサシスセソ
13 膏ヂヂ荏。あパ五バ。 ザジズ
14 (蜂、燕、猿、靴、鷹) ゼゾ

15 
マメ。(房の絵) タル。マツ。タケ。(鎌の絵) コ

ザジズゼゾウス。カゼ。ゴイン。サジ。スズ。ササゲ。メ。クチ。

16 へイタイ。ケン。
カンザシ。ゾーキン。(花〈山茶花〉の絵)0(櫛の絵)。
(傘の絵)0 (兎の絵)

17 ウマ。タヅナ。 タチ
18 ウミ。グンカン。 ツァ

19 ケムリ。ケムリダシ。 トタチツァト
20 ハオリ。モン。ユカタ。 ダヂヅァド

21 ウメ。モモ。ヘチマ。ユリ。ノ、マグV。キリ。ハサミ。 ダヂヅデドタカ。ツキ。チチ。ヂヂ。クチ。イト。ダンゴ。
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ダイコン。イモ。オモト。カモ。ハカリ。メン。
ソァツ。アカゴ。(竹の絵)， (時計の絵)， (大根の絵)。タ

22 
イコヲタタク。ドンドン。

23 ツキ。ススキ。ガン。 ナス。ーンジン。

24 タケノコ。レンコン。ネギ。 タヌキ。ネコ。ノシ。

25 トラ。ヤリ。キヨマサ。 ナシ。、ニナヌギネナノタ。ナ(ン靴テのン絵。)イ。ネ(蟹。のツ絵ノ。)カタナ。 クギヌキ。 7

26 ノ、シ。ウシワカ。ベンケイ。 キジガナク、ケンケン。オキクサンガ、ネコヲダク。

27 
ナギナタ。ハス。ナベ。ワン。ヨル。ホシ。(菊の ノ、ト。ヒナ。フエ。
絵)、(牛の絵)

28 
キリギリス。ハギ。スモモ。クシ。カガミ。(蜘妹の

ホン。へイタイ。ハヒフヘホ
絵)、(狐の絵)。

29 ホリ。アヤメ。アヒル。 ヒパチ。ァツヒマン。ナベ。ブド 。ナベ。

30 ヤシロ。コマイヌ。卜ーロ 。トリヰ。 カッパ。ポンプ。エンピツ。ペン。

ノボリ。ニギヤカナオマツリ。
パヒ。プペポヘピ。コンペ イト 。フジサン。コップ。ス

31 ッポン。ヒバシ。

32 ワルイバパ。カゴ。スズメ。 ホカケブネ。ベンケイ。(梯子の絵)， (鉄砲の絵)。 ッポ
ンイチノキピダンゴ

33 ヨイヂヂ。ツエ。ヤブ。スズメノオヤド。 ヒケシガ、トビグチヲカツグ。

34 ブド ロツル。口口口ノハネ。 マツノキ。ミカン。ムカデ

35 
アサ。バン。(花の絵)。カ帽ベ子。の7市ド。(カーラの。絵ゴ) 
(蛍の絵)， (狸の絵)， ( 絵)。カブ ボ メガネ。モモ。マミムメモ
。(水引の絵)。スズリ。スミ。

セキバントセキヒツ。テホン卜フデ。
マメ。ハサミ。ミミズ。ムチ。ケムシ。ツバメ。クモ。キツネノ

36 メン。 7 ツノキデ、セミガナク。

37 ヤネトピ。ザルウヲ。 ヲサナイムスメガ、パパノァヲヒク。

38 ソフ ジ。ミゾヤナギ。 ヤマ。ユミ。ヨ フク。

カゼガフク。エダガヲレル。
ヤイユエヨホヤ。ヤナギ。ヤマブキ。ユノミ。ユ ピン。

39 ヒヨコ。カニガ、ヨコニユク。

40 マッチヲスル。フンプ ヒヲツケル。 コドモガ、ユミトヤヲモツ。

41 ペン7"ジヲカク。エンピツァ、スヂヲヒク。 トフ。クリ。ツル。

42 へイタイガ。ラッパヲフク。テトテトテートー。 シロ。レンペイ。

テッボーノオトガスル。ドンドンドドン。 フリルレロ。らんぷ。フッパ。リンゴ。ツルベ。レンコン。ヤ
43 シロ。ハナガリッノfニサイタ。

44 
(ポンプの絵)トトピグチ。パントコンペイト 。口口 コド、モガフロンキニホンヲツツンァ‘ヲル。
口一サシ。口口口口口ソテツ。

45 サンボ一二口カ口ゼ。口口ガナク鈴。ミのン絵ミン)ガ。キジガロ
口。ケンケン。 ガフク。(風 口口。

ワヰヱヲ

五十音図(カタカナ、ア行~ナ行)
ワヰウヱヲワフヂ。ワフピ。トリヰ。ヱボシ。ツヱ。ヲリホ

46 シ。クワヰガ、ミヅノナカニハエテヲル。

47 五十音図(カタカナ、ハ行~ワ行) タローガ、ツクエニムカッテ、エヲカイァヲル。

48 
五十音図(カタカナ、ガ行、ザ行、ダ行、バ行、パ

五十音図(カタカナ、ア行~ナ行)
行)

ヤナギノエダ一、カヘルガトピック。 ベンーへ
五十音図(カタカナ、ハ行~ワ行)49 ン

キレイナアサガホガ、カキネーサイァヲル。 ツ、
五十音図(カタカナ、ガ行、ザ行、ダ行、バ行、パ行)50 一ツ、コツ、四ツ。

オホキナユフガオ、ガ、タナーサガッァヲノレ。 ツ、ー モモタローハ、オニガシマへ、タカフトリニユキマシタ。51 ツ、三ツ、四ツ、五ツ、六ツ。

52 
カハユラシイヒヨコガ、エヲヒロッテヰル。ーハ、二

アサガホガ、カキネノウエニ、サイテヲリマス。ハ、三ハ、四ノ¥五ハ、六ハ、七ノ¥。

ココニ、リンゴガ、イクツアリマスカ。ーツ、ーツ、二
コレハ、オハナトイフコデアリマス。イマ、ニハトリニヱヲ

53 ツ、四ツ、五ツ、六ツ、七ツ、八ツ、九ツ、十、ミンナ
ヤッテヲリマス。

デ十アリマス。

オヤ、コノイケニハ、タクサンコヒガ、ヰマス。
ココニ、リンゴガ、イクツアリマスカ。ーツ二ツ二ツ四ツ五

54 二、三、四、五、六、七、八、九、十、十ピキヰマ
ツ六ツ七ツ八ツ九ツ十ミンナデ十アリマス。

ス。

- 7 -



神戸大学教育学会「研究論叢」第10号 2003年12月20日

一。二。三。因。五。六。七。八。九。十。ウマソー
ナ(柘摘の絵)。フジノヤマノウへニユキガアル。

オヤ、コノイケニハ、タクサンコヒガヰ7 ス。一、二、三、
四、五、六、七、八、九、十、十ヒ。キヰマス。

(蚕の絵)カヒコガ、クハノノ、ヲクッテヰル。

まず一見して気づかされるのは、『新編国語読

本』では巻1において片仮名のみが教えられ、平

仮名の指導が行われていないという点である。

1886 (明治 19)年に文部省編転局によって作成さ

れた『読書入門』以降、入門教材では、片仮名と平

仮名の両方を教えることが一般的でらあった8。後で

示すように普及舎の他の版においても、これと同様

の方針が採られていた。しかし『新編国語読本』で

は、この編集方針を採らず、平仮名は巻2以降に

おいて適宜行うとしたのである。このような編集方

針を採った意図について先に挙げた『編纂趣意

書』では、「一時に仮名両体を児童に教ふるは、不

可能のことなると信」じたためであるとしている

『編纂趣意書』にはその他の特徴として、「清音

文字の教授全く終りて後、濁音文字の教授に移る

が如き機械的の弊をさけ、清濁両音を混合して授

くべき方針をとりたりJ10とし、うことや、「仮名を教ふる

に、悉く、単語を用ゐるが如きことなく、なるべく、

早く、短句を読ましめんことを期したりJ"ということ

が掲げられている。しかしこれらの特質は、必ずし

もこの「新編国語読本』に特有のもので、はない。

1900 (明治33)年に発行された『国語読本』におい

ても同様の編集方針が採られていることが窺われ

る。次頁の表4は、 1897(明治30)年に発行された

『尋常読本』とこの『国語読本』の巻1について、教

材配当を頁ごとに比較したものである。

例えば『尋常読本』では、片仮名の清音文字を

すべて指導した後、 24頁から濁音の指導が開始さ

内『読書入門』の編集方針などについては、海後宗臣編『日本

教科書大系近代編』第5巻(講談社、 1964年、 786-787頁)な

どを参照。

9前掲『新編国語読本編纂趣意書』、 3頁。

10前掲『新編国語読本編纂趣意書』、 2-3頁。

一。二。三。四。五。六。七。八。九。十。

れているのに対し、『国語読本』では片仮名の指導

がまだ途中の口頁に「ニジjとしづ単語が現れ、濁

音の指導が始まっている。また短句の指導とし、う観

点からみた場合、『尋常読本』では21頁に練習教

材として「ハヤクユケユケ、オクルルナ。 Jとし、う短

文が出てくるものの、本格的な指導は31頁以降で

ある。これに対して『国語読本』では、 25頁で「ボン

トゼン。 ダイコントササゲ。 Jとし、う短句が早く

も登場する。さらに26頁では「ヰドニミゾ。ナベ

トテツビン。 J、27頁では「へイタイノラッパ。ヒ

ケシノポンプ。 jとしづかたちで、片仮名の指導

が終了する前から、本格的な短句による指導を開

始していることがわかる。ちなみに『新編国語読

本J甲種における短句の指導は、 31頁からであり、

やや遅めとなっている。しかし逆に乙種では、 26頁

において「キジガナク、ケンケン。オキクサンガ、

ネコヲダク。 Jとしづ文が早くも登場している。こ

れはおそらく練習問題としづ位置づ、けで、あったと考

えられるが、 33頁には「ヒケシガ、トピグチヲカツ

グ。」、 37頁には「ヲサナイムスメガ、パパノテヲヒ

ク。」とあり、短文を使った指導が早くから積極的に

行われていたことが窺われる。

このようにみてしてと濁音や短句の指導に関す

る順序については、『尋常読本』から『国語読本』に

至る過程においてすでに認識されており、『新編

国語読本』においては、そのような編集方針を踏

襲しつつ、さらに片仮名のみの指導を徹底すると

しづ編集方針を加えたとし、うことができよう。ではな

ぜそのような編集方針を採るにいたったのであろう

か。

II同前、 7頁。

。。
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表4 普及舎版『尋常読本~ (1897)および『国語読本~ (1900)における入門教材の配当

頁数 『尋常読本~(1897) 『国語読本~(1900) 

l ノ、。 ハ。ハナo

ムつ ノ1ナ。 ハ卜。フナ。

3 ハタロ ハリ。イト。

4 タコ。コ"'0 7 リ。コマ。
。 7 リ。ハ子。 メン。ヒナ。

6 マツ。タケ。 ノレン。マク。

7 ツノレ。カメ。 ス。アミ。

8 アリ。ノ、チ。ホタル。 ハス。アナ。コメ。ノ1)。フトン。スミレ。待絵(人、椅子、熊)

9 フ子。カー。アヒル。 一。ア。アシ。

10 メン。フエ。タイコ。 タ。ワフ。

11 イス。ムチ。トケイ。 ソフ。ージ。ヤマ。

12 ク"'0'"サカり。キントキ。 マツ。ツル。キジ。

13 トフcヤり。キヨマサ。 イヌ。サル。

14 ヒモ。ハオリ。キモノ。 挿絵(靴椀、皿)。キヌ。ワク。ヒノシ。シソ。フキ。ニンジン。

15 ヌノ。ハサミ。モノサシ。 フエ。ツヅミ。ナギナタ。

16 ウマ。トリヰ。ヤシロ。 タチ。ムチ。ユミ。

17 ツクヱ。ァホン。シヲリ。 ウミ。フネ。ヨシツネ。

18 ユリ。ソァツ。スヰセン。 カレイ。カツヲ。アヂ。

19 へチマ。クワヰ。レンコン。
挿絵(鷹、鷺、鶏)。ウヲ。ムシ。エン。ウチ。ヤネ。ユキ。ヒ
ル。ヨル。ツキ。

20 ユミ。ヤ。タメトモ。 コンブ。ハマグリ。サンゴ。カンザシ。

21 ハヤクユケユケ、オクルルナ。 ヘチマ。オモト。セキトク。タケ。

22 五十音表(カタカナア行~ナ行) ツクヱ。ホン。フデ。スズリ。

23 五十音表(カタカナハ行~ワ行) ベン。エンピツ。セキパン。ソロパン。

24 ダイコン。ニンジン。カブラ。ササゲ。 挿絵(半纏、着物、布団、然、徳、マ箱プ)。キイnケ。ナミ。ホカケブ
ネ。ヤシロ。ヱマ。スてメ。フヂ。ヤ 。セミ。

25 ミゾ。ナガシ。ヰド。ツルベ。 ボントゼン。 ダイコントササゲ。
26 ヘピ。ムカデ。ヒテサト。 ヰドーミゾ。ナベトテツピン。

27 タチ。エボシ。シヅカゴゼン。 へイタイノラッパ。ヒケシノポンプ。

28 ユズ。ザクロ。ユズトザクロ。 トケイガナル。 、四、玉、ンァアル。

29 ムギ。ヒノザ。ムギニヒバリ。 挿絵ー(ボ眼ン鏡。、双眼鏡、桶、海老、慈、始、ゲタ)。ーポン。二ゼ
ン。二 四へン。五ド。

30 ベン。フず。ベンノサキ。ファノヂク。 五十音表(カタカナ:ア行~ナ行)

31 ポンプトララッパ。トビグチトハツピ。 五十音表(カタカナハ行~ワ行)

32 ツバメ、スズメ、ナカヨクアソベ。 五十音表(カタカナ:濁音・半濁音)

33 ゲンベイノイクサ、ドチフガカッカ。 しろ。はし。

34 五十音表(カタカナ:濁音・半濁音) きく。きり。

35 しろ。はし。 はた。やり。へいたい。

36 しか。つの。しかのつの。 っし。しか。つの。
37 っき。すすき。すすきにつき。 くま。きんとき。まさかり。

38 さる。カ斗こ。さるとカ斗こ。 のこぎりと、っち。すきと、こて。

39 たぬき。うさぎ。たぬきとうさぎ。 なしと、みかん。くりのきにせみ。

40 くし。かんざし。うつくしいかんざし。
挿絵(瓜と茄子、撃と飽)。ゃまにぜんまい。やしろに
たいこ。

41 うま。へいたい。つよいへいたい。 からすがなく。ひがでる。やまがみえる。

42 っしわかふJ工をふく。 きれいなはなが、さいてゐる。ゆりと、あぢさゐ。
43 べんけし、なぎなたを tつ。 たねをまく。みづをかける。はのむしをとる。

44 まりをなげる。たこをあげる。 ぺんにて、もじをかく。えんぴつにて、ゑをうっす。

- 9 -
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45 
をんなのこはなをさす。せきちくとあぢさ

ちいさいふねが、できた。これが、ほかけぶねである。
ゐ。

46 
げんきのよいこどもが、いくさごとをして むしが、にはでなく。かひにて、ふねをこぐ。
ゐる。

47 
めくらのばばみづのはたをゆく。こどもが

めくらのてをひく。よわいものをたすける。
てをひく。

48 
ふけふけかぜよ、あちらのきしに、この

われらはつよい、あめにおそれぬ。
ふねおくれ、ほかけたふねを。

49 
はしらにかけてあるとけいがなる。 ここに、みかんがJ 、くつありますか。一つ、二つ、三つ、
一つ二つ三つ、ただし、ま、三じであります。 四つ、五つ、六つ、七つ、八つ、九つ、十であります。

50 
ひがも江る、けむりがのぼる、ひけしが、ぽん あの やぶに、すずめが、あつまぱりまみしえたま。 、二、三、四、
ぷをひいてはしる。 五、六、七、八、九、十、みなで十 す。

51 
ふでたてと、ぴんと、つくゑにのせでありま

挿絵のみ(竹やぶの雀と子ども)
す。ふでたてに、ぺんと江んぴっとあります。

52 
ここに、ぐんかんが、あります。すいへいが、そ

いろは表と数字(-~十)
れぞれはたらいてゐます。

あのやぶにすずめがとまりました。一、
53 ニ、三、四、五、六、七、八、九、十、すべて十

ぱゐます。

54 
みづぐるま、みづのまにまに、めぐるなり、やま
ずめぐるも、やまずめぐるも。

55 いろは表(し、~ゐ)

56 いろは表(の~ん)

表5 教材「おやこーこーなさる」および『あさ日』のテキスト比較

認さ¥ 『尋常読本~(1897) 『国語読本~(1900) 『新編国語読本~(1901) 

コザルガ、カリウドノイ コザルラハ、ナニヲス おやざるガ、りよーしニウタレ

おや ヘヘキマシタ。 ルノデ、アリマスカ。 マシタ。イマニシヌデアリマセウ。

こーこーなさる カハルガノ、ル、オヤザ コレハ、オヤザルノキ オオ、カハユサウニ、こざる

ルノキズヲア夕、メテ ズヲ、ア夕、メルノデアリ らガ、おやざるノきずぐちヲアタ

オリマス。 マス。 タメテヰマス。

むかうの山から、あさ日が、 むかうの方から、あさ日が、 あれ、ごらんなさい、あさ日

出か、りてをります。 出カ功、ってゐます。 が、し、ま、て、かかってゐます。

日の出のけしきは、うつく 日の出のけしきは、まこ なんと、りっぱで、はありませ

しい、りっぱなものであります。 とに、りっぱであります。 んか。

あさ日
日は、東からのぼります 日は、東からのぼります あさ日にむいてたちますと、

故、あさ日にむかひて立ち ゆゑ、あさ日にむかつてたち まへはひがし、うしろは西、みぎ

ますと、まへは東、うしろ ますと、まへは東、うしろは はみなみ、ひだりは北でありま

は西、右は南、左は北であ 西、右は南、左は北であり す。

ります。この東、西、南、北を、 ます。

四方といひます。
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一つの要因として考えられるのは、平仮名を巻2

以降に譲ることによって、短句に含まれる文法的事

項をより組織的に行うことを目論んでいたではない

かということである。実際、表3および表4を比較

すると、『新編国語読本』甲種においては、文法的

な知識の指導が段階的カhつスムーズに行われて

いる。例えば『国語読本』の場合、 25頁以降で、

「トJrニJrガJとし、う助詞を含んだ短句が登場する。

しかしその後、平仮名の指導が開始されるため、

再び短句が現れるのは 38頁まで待たなくてはなら

ない。さらに「ちし、さいふねが、できた。これが、

ほかけぶねである。」としりた主語・目的語・熟語

をもっ本格的な文が登場するのは 45頁以降であ

る。これでは短句の指導によって、助詞の機能を

説明しでも、それが文の指導との繋がりをもたなく

なってしまう可能性がある。これに対して、『新編国

語読本』甲種では、先にも述べたように「ニギヤカ

ナオマツリ。 Jとし、う短句が登場するのは 31頁と遅

いが、それ以降は練習問題として位置づけられる

頁を除き、すべて短句もしくは短文が用いられてい

る。しかも 32頁では「ワルイパパ。 J、33頁では「ヨ

イジジ。」とし、うように r(形容詞)+(名詞)Jとし、う同

じ文法的要素をもっ短句が連続して提示されてい

る。さらに 36頁では「トJ、37頁では「ニ」、 38頁で

は「ガ」、 39頁では「ヲJ、40頁では「ガ」と、いわゆ

る「てにをはJを中心とした助詞の指導が続く。それ

らの指導を受けて 42頁では「へイタイガ。ラッパヲ

フク。テトテトテー卜一。 J、43頁では「テッポーノオト

ガスル。ドンドンドドン。 jとし、うより長い文の指導へ

と繋がってしものである。

実際、筆者の小山佐文二によって書かれた『新

編国語読本尋常小学校教師用II(1901年、普及舎、

以下『教師用』と略す)においても、このような文法

的知識の指導が強く意識されていることが窺われ

る。例えば37-38頁の「ヤネニトビ。ザルニウヲ。」

「ソラニニジ。ミゾ、ニヤナギ。」とし、う教材を指導する

際、次のような指導上の注意を述べている。

左の例題につき、「トJrニ」のてにをはの相異

なる点を了解せしむるを要す。但、教授の際

は、硯箱と硯とを併ベ示して、「卜」の意味を知

らしめ、次に、硯を硯箱の中に入れて、「ニJ

の意味を知らしむるを可とす。

スズ、リパコトスズリ。

スズリパコニスズリ。(以下略)12 

表 3にもあるように、この教材の直前にあたる36

頁には、「セキパントセキヒツ。テホントフデ。 Jとし、う

教材があり、助詞「トJが登場している。よってこの

課では、そのことを踏まえ、「硯箱と硯とを併べ示し

て、「ト」の意味を知らしめ、次に、硯を硯箱の中に

入れて、「ニJの意味を知らしむるJとし、うふうに「トJ

HニJの違いを意識させることが期待されていたこ

とがわかる。「てにをは」をはじめとする助詞は、重

要でありながらその組織的指導は容易ではない。

しかし『新編国語読本』の著者たちは、そのような

事項を組織的かっ分かりゃすく行うことを目指して

編集作業を行っていたと考えられる。

2作品世界の構造化一一哲学年教材「おやこ

一こーなさるJと「あさ日」

次に入門教材に続く巻2および巻3から、著者の

編集方針が特徴的に現れている教材についてみ

てみたい。ここで挙げるのは、巻2に掲載されてい

る「おやこーこーなさる」と巻3に掲載されている「あ

さ日」品、う二つの教材である13 これらの教材を選

択した理由として、著者の編集方針がよく出ている

ということ以外に、今回対象としたどの教科書にも

ほとんどすべて掲載されており、しカも掲載箇所も

12小山左文二『新編国語読本尋常小学校教師用』巻1、普及舎、
1901年、 72ー 73頁o

u これらの教材は、普及舎版教科書に固有のものではないの
他の検定期の教科書にも類似の作品が掲載されている。例え
ば「あさ日Jの場合、検定制度下における教科書の雛型として文
部省が編纂した『尋常小学読本~(文部省編輯局、 1887 年)の

巻2に類似の教材を確認することができる。また「オヤコーコー
ナサノレ」の場合も、坪内雄蔵『国語読本~(冨山房、 1900 年)の

巻4に類似した教材があるが、親鍍を子猿が手で暖めるシーン

l
 

I
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ほとんど同じで、あったということが挙げられる。つま

りこのような条件においてもなお、テキストが変更さ

れている場合、そこには何らかの言語指導上の意

図が匹胎していると考えられるからである。表 5は

教材「おやこーこーなさる」および「あさ日」の本文

について、『尋常読本~ (1897)、『国語読本』

(1 900) 、『新編国語読本~(1901)を具体的に比較

したもので、ある。これをみてみると、同じ教材であり

ながら、それぞれの版において微妙に本文の記述

が変更されていることがわかる。とくに『国語読本』

から『新編国語読本』の聞において、大きな変更が

行われている。

例えば「おやこーこーなさる」の場合、明らかな

違いとして、他の版が2文であるのに対し、『新編

国語読本』は3文となっている点を挙げることがで

きる。これは『新編国語読本』において「おやざるガ、

りよーしニウタレマシタ。」とし、う、子裁が親猿を助け

ているシーンの前の状況が補足されているからで

ある。さらにそれに引き続いて、「イマニシヌデアリ

マセウ。」とし、う状況を確認する記述もそれ以前の

版には見られない表現である。これらの表現が挿

入されたことにより、この版でのみこの教材は2頁

の構成となっている。また最後の文に関しても、そ

れまでの版では単に子猿が親猿の傷を暖めている

とし、う事実が述べられているだけなのに対し、『新

編国語読本』では、「オオ、カハユサウニ」とし、う筆

者もしくは猟師の心情と受け止められる言葉が書

き加えられている。

また「あさ日Jの場合、文数はし、ずれも3で同じで

あるが、それまでの版が「むかうの山から、あさ日

が、出か、りてをります。 J(~尋常読本~)、「むかうの

方から、あさ日が、出かかってゐます。 J(~国語読

本~)と客観的な記述であるのに対して、『新編国

語読本』では、「あれ、ごらんなさい、あさ日が、い

ま、でかかってゐます。 jと、より臨場感のある表現

はなく、若干話の内容が異なっている。

-12一

に書き換えられている。さらに2文目も、「日の出びノ

けしきは」としづ主語が省略され、「なんと、りっぱで、

はありませんか。」とし、う相手に呼びかける表現か

用いられていることがわかる。 3文目に関しては、

それまでの版にあった「日は、東からのぼりますゆ

ゑJとし、う表現が省略され、 1文を短くする工夫が

行われている。

これらの表現の違いは何を意図しているのであ

ろうか。最も単純に考えれば、教材により物語性を

もたせたり、より臨場感のある表現を用いたりするこ

とによって、子ど、もの興味を惹、きつけることを意図し

ているとみることができる。また『編纂趣意書』にお

いては、「初等教育に於ては、談話文の、ことに必

要なるを認めたればJ14とあり、談話文としてより平

易で日常的な表現を目指したとも考えられる。

しかしこれらの表現の変化には、より深い意図を

読み取ることもできる。それはそれ以前の版と『新

編国語読本』との挿絵の違いにみることができる。

例えば「おやこーこーなさる」の場合、それまでの

版では天井につるされた親猿を、子猿が手で暖め

ようとしている様子が描かれているだけでLあった。

それに対して『新編国語読本』では、そのような猿

たちの様子を襖の隙間から覗きみる猟師の姿が書

き加えられている。また「あさ日」の場合でも、それ

までの版では朝日に向かって両手を広げている男

の子の絵が描かれているだ、けで、あったのに対し、

『新編国語読本』では、その男の子の績にもう一人

男の子が書き加えられている。つまりこれらの挿絵

によって、本文の記述が挿絵の様子を筆者が客観

的な立場から記したものでらはなく、作品世界の中

において登場する人物の言葉や心情であることが

示されているのである。

実際『教師用』では、「あさ日」の項において、

「本課の文章は、挿画中の手を左右に開き居る小

14前掲『新編国語読本編纂趣意書』、 6頁。
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児ぴ)談話なることを知らしむるを可とす。 J15とし、ぅ

「教段 kの注意」が示されている。さらに「おやこー

こーたさる」の項における「教授上の注意Jは次の

よ;4もので、ある。

教師は挿画につきて、一人の猟師が、ある日、

山にて猿をうちとり、これをわが家に持ち帰り

て、櫨遁に吊しおきしこと、その夜、多くの子

猿来り、親猿の死せるをも知らずして、下の櫨

にて子をあぶり、かはるがはる親猿の庇を暖

めしこと、猟師は、物陰よりそのさまを見て、い

たく哀憐の情を催うし、つひに、猟をやむるに

至りしことなどを、問答的に話きかしむべし16

それまでの版の場合、子どもは教科書の記述を

作者の言葉として読み取るであろう。つまり教科書

を媒介として作者と子どもが向きあうとしづ構造のな

かで、読みが形成されることになる。しかし『新編国

語読本』の場合、そこに書かれている記述は、子ど

もたちに向かつて直接発せられたものとは限らない。

それらの記述は、作品とし、う虚構の世界のなかで

形成される気持ちゃ言葉のやりとりだカ、らである。

つまり子どもたちは教科書を通じて作者と向き合う

のではなく、それぞれの教材がもっ虚構の世界と

向き合うことになるのである。そこで、の作者は直接

子ともに語りカミけるのではなく、登場人物の心や言

葉を通じて語りかける。例えば、「おやこーこーなさ

る」における Iオオ、カハユソウニ」とし、う記述は、

「猟師」の視点からみた「哀憐の情」とし、うことにな

る。

ここには、文学作品の読みを構成する作者・登

場人物・視点とし、う基礎的な構造が描かれている。

単に事実やエピソードを客観的に記述するのでは

なく、構造化された作品世界を示すとしウ意図をこ

l's小山左文一『新編国語読本尋常小学校教師用』巻3、普及舎、
1901年、 3-4頁d

lわ小山左文二『新編国語読本尋常小学校教師用』巻2、普及舎、
1901年、 29-30員、

一 13-

れらの著述の変化によって読み取ることができるの

である。

IVまとめにかえて

小学校「国語科Jの繋明期にあった 1901(明治

34)年に出版された『新編国語読本』について、改

訂過程における教材の変容について分析をおこな

ってきた。ほぽ1年ごとに行われる教科書の改訂や

訂正において、細かな変化ではあるが、わかりや

すい教材とするための工夫が積極的に行われて

いたことが明らかとなった。例えば入門期の教材に

おいては、文字の導入を片仮名のみに限定するこ

とにより、「てにをは」の使用法などを系統立てて繰

り返し行うような教材編制が行われていた。また低

学年の教材においては、表現や挿絵を変更するこ

とにより、虚構世界の構造や記述の視点などが明

確な作品に再構成されていた。しカもこれらの変

更は、単に子どもの興味を惹くためのものだけで

はなく、それぞれの言語表現が有する仕組みゃ機

能を子どもたちに理解させようとしづ意図が込めら

れたもので、あった。「国語科」とし、う教科が誕生して

間もないこの時期に、すでにこのような言語教育に

対する高い意識を有する教科書の編成が行われ

ていたので、ある。無論、冒頭にも述べたように、検

定期の教科書は、発行された種類も多く、それぞ

れが独自の編集方針を有していたことが予想され

る。したがって本研究で、扱った事例をもって、当時

における教科書編集の水準を推し量ることは難し

い。しかし当時の教科書作成に携わる人々の言語

教育に対する意識が、これまで考えられていた以

上に高しもので、あったとみることは可能で、あろう。と

くに低学年の教材において、これだけ文法的な知

識や虚構作品の構造の指導について、細かな配

慮がなされていたとしづ事実は注目すべきもので

ある。

しかしこのような教材の改訂が、現場の教員たち

にすべて好意的に迎えられたかどうかについては、
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疑問の余地があるといわなくてはならない。という

のも表 1をみてもわかるように、この『新編国語読

本』が発行された翌年、普及舎は『国語読本』の第

3版を出版しているからである。この『国語読本』は、

1900(明治 33)年に出版された同名の教科書と基

本的に同じ編制であり、『新編国語読本』で用いら

れたような入門期に片仮名のみを教えるといった

編修方針は採られていない。このことは、『新編国

語読本』の編集方針が、教育現場において必ずし

も受け入れられた訳ではないことを示唆している。

無論この点については、現在のところまだ断定的

なことを述べることはできない。今回扱ったような教

科書の改訂および訂正を学校現場がどのように受

け止めたのか、その実態の解明が今後の重要な

課題の一つで‘あることを指摘するに止めたい

1903 (明治36)年の小学校令改正に従い、翌

1904 (明治37)年4月から教科書固定制度が導入さ

れる。これ以降、固定教科書は、戦後の1947(昭和

22)年まで6度にわたる改訂が行われた。しかし検

定期にあったような、 1年ごとの細かな改訂や訂正

は、これ以降はほとんと守行われなくなった。つまり

今回扱った明治検定期は、単に数多くの教科書が

発行されただけでなく、それぞれの教科書が最も

流動的な時期で、もあった。しかし流動的な教科書

が教育史的な価値を有していないとは限らない。

むしろ主体的に教科書を改訂し、言語教育のあり

方を積極的に模索する教科書編集者の姿勢にこ

そ、学ぶべきものがあるのではないだろうか。

(付記)本論文を作成するにあたり、資料収集その

他において東京書籍株式会社附属教科書図書館

東書文庫において多大な協力を賜りました。関係

者の方々に深く感謝の意を表したいと思し、ます。
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